
令和７年度 春日部市立幸松小学校 学校だより ５月号

児童数４１７名 令和７年４月３０日現在 https://schit.net/kasukabe/eskomatsu/

＝学校教育目標＝
かしこく

進んでよく考える子

たくましく

健康でねばり強い子

あたたかく

明るく思いやりのある子

５月の行事予定

日 曜 業前 行 事

1 木 朝の会
開校記念日
特日5・表札訪問

2 金 朝の会 特日5・表札訪問

3 土 憲法記念日

4 日 みどりの日

5 月 こどもの日

6 火 振替休日

7 水 元気タイム1 PTA新旧合同委員会

8 木 朝の会 体力テスト①

9 金 朝の会
体力テスト②
内科検診1年

10 土

11 日

12 月 元気タイム2
体力テスト③
内科検診3年

13 火 学級の時間 体力テスト④

14 水 元気タイム1
体力テスト⑤ クラブ活動
眼科検診1・3・5年

15 木 朝の会
体力テスト⑥
歯科健診2・3・6年おお

16 金 朝の会
知能検査2・4年
内科検診4年

17 土

18 日

19 月 元気タイム2 心臓検診1年

20 火 児童朝会 内科検診2年

21 水 朝の会
特日5
尿検査①

22 木 朝の会 尿検査②

23 金 朝の会 5時間授業

24 土

25 日

26 月 元気タイム2

27 火 音楽朝会 内科検診6年

28 水 元気タイム1

29 木 朝の会 水泳学習2・4・6年

30 金 朝の会

31 土

入学式を行いました

５月の生活目標

○学校のきまりを守ろう

GWもあり、疲れが出る頃ですが、全員が目標を達

成できるように支援していきたいと思います。

４月９日（水）に令和７年度の入学式を行いました。６

４名の元気な子供たちは、担任の先生から一人一人名

前を呼ばれ、大きな声で「はい」と立派に返事をするこ

とができました。当日は青空も広がり、子供たちの笑顔

と相まって、希望に満ちた入学式となりました。 

本年度も４月３０日（水）、５月１日（木）、２日（金）の３

日間で表札訪問を行います。

表札訪問は、子供たちの家の場所を確かめるととも

に、担任の地域への理解を深めるために実施するもの

です。そのため、家庭訪問のように保護者の方とお話

をすることを目的とするものではありません。お子さん

の学校生活・家庭生活に関して、担任に知らせたいこ

とや相談したいことなどがありましたら、随時面談等を

行いますので、お気軽に担任までご連絡ください。

表札訪問を行います

「認める」が育てる意欲の芽
幸松小学校 校長 瀬髙 武夫

令和７年度が始まり、幸松っ子は、新しい学年やクラス・先生・友だちと出会い、期待と不安が入り
混じる中で、自分なりのペースで一歩ずつ前に進んでいます。その中で、私たちが目にしてきたのは
幸松っ子の「がんばりたい」「成長したい」という意欲の姿です。その意欲は、新学年となり、まさに芽
生えたばかりの芽です。この芽をしっかりと育てていくために、私たち大人にできることの一つが、「
認める」ことです。今回は、子供の意欲を支えるために私たち大人が特に大切にしていきたい「４つ
の認める」視点をご紹介します。

１．プラス面（よさ）を認める
すべての子供には、その子にしかない「よさ」があります。それは、学習や運動のような分かりやす

い成果はもちろんのこと、笑顔、優しさ、気配り、元気な挨拶、さりげない気遣いといった、日々の中
にひそむ小さな光です。そこには、その子なりの素晴らしさが光っています。そうした「よさ」に気づ
き、「あなたの●●なところ、いいね」と言葉で届けることが、子供の安心感と自信を育む土台になり
ます。

２．マイナス面（課題）に温かく目を向け、進歩を認める
子供は、誰もが得意なことと苦手なことを持っています。うまくいかない場面や未完成な部分にも

成長の可能性がたくさん詰まっています。何度注意しても同じことを繰り返す、友達とうまく関われ
ない等。そうした姿に出会った時、大人の役割は、感情的に怒るのではなく、子供の心のコップが上
向きの時に課題について温かく伝え、前向きに努力できるように声かけすることが大切です。そして
ちょっとした進歩を見逃すことなく「少しずつ変わってきたね」「●●になってきたね」と、その努力の
プロセス、進歩にしっかりと目を向けることです。子供は、自分のマイナスだと思っていた部分も認め
てもらえることで、「がんばれば変わることができる」という前向きな力を得ていきます。１のように
プラス面に目を向けることも大切です。しかし、２のように難しいことですが、マイナス面も温かく見
ていくことで、マイナス面が「認める」ことができる材料に変わっていきます。マイナス面に温かく目
を向けて「認める」ことができれば、子供との信頼関係はさらに深まっていきます。

３．よさを発揮できるチャンスをつくり、認める
子どもの持っているよさは、自然に出てくるだけではありません。大人が意識して、その子の強み

や個性が発揮できるような「チャンス」をつくることも大切です。例えば、係や役割、ちょっとしたお手
伝いをする機会等を与えるのはどうでしょうか。責任を任され、それをやり遂げた時、「あなたのおか
げで助かったよ」「すばらしい活躍だったね」等と声をかけられると、子供の自己有用感や自己存在
感が高まります。そうした経験の積み重ねが、「もっとやってみよう！」という次への意欲を育ててい
きます。

４．大人が連携して認める（ウィンザー効果）
子供にとって、「いろいろな人に見てもらえている」という実感は、心の大きな支えとなります。担

任だけでなく、学年の先生、職員室の先生、管理職、保護者、地域の方々等、多くの目が温かく見守っ
てくれている中で受け取る評価は、より深く心に届きます。たとえば「○○先生があなたのがんばり
を褒めていたよ」と伝えるだけで、やる気がぐんと高まります。これは心理学でいう「ウィンザー効果
」にも通じるものです。第三者から伝えられた評価は、本人にとってより信頼性が高く、心に深く響く
とされています。私たち教職員も「全校担任」の意識をもち、すべての子供にまなざしを向け、成長を
共有し合う学校でありたいと考えています。ぜひ、御家族でもお子様の成長を共有してください。家
族で連携してお子様を認めてあげてください。
５月、新緑の季節。自然がぐんぐん芽吹いていくように、子供の心の中にも、小さな「意欲の芽」が

育ち始めています。その芽を大きく育てていくためには、日々のがんばりを、よさを、変化を、たくさ
んのまなざしで受け止め、温かく声をかけていくことが大切です。これからも、学校・家庭・地域が手
を取り合い、子供たちの成長をみんなで支え、「認める」力で子供の未来を育てていきましょう。５月
もどうぞよろしくお願いします。



幸松小学校は「毎日が学校公開」。ホームページはほぼ毎日更新。ブラウザのホーム画面に設定してみてはいかがでしょう。

URL https://schit.net/kasukabe/eskomatsu/ 幸松小学校

幸松っ子たちが期待に胸を膨らませ、元気に登校してきました。
始業式では、新しい学年での学校生活に胸を膨らませながら、キラキラした眼

差しで校長先生の話を聞いていました。
始業式が終わったあとには、新しい教科書も配られ、やる気に満ちた表情で教

科書を見ていました。
今年度も、「みんながかがやく幸松笑楽好 ～笑顔いっぱい・楽しさいっぱ

い・みんな大好き～」を目指して、教職員一同子供たちのために全力でがんばり
ます！

４月８日 始業式「期待ふくらむスタート！」

１年生も少しずつ学校に慣れはじめ、給食も始まりました。
初めての小学校の給食を、とてもおいしそうに食べる姿が印象的でした。よりよい成長
のために、体をたくさん動かして、残さず全部食べきれるようになるといいですね。
４月１６日には、１年生を迎える会を行いました。お兄さん・お姉さんたちから入学を
お祝いしてもらいました。

新年度スタート！「幸松っ子、何事もがんばります！」

新年度がスタートして、早くも最初の１ヶ月が終わります。
４月の子供たちは学習に行事にと、一つ一つよくがんばって
いました。５月以降の活躍が楽しみです。

離任式「ありがとうございました」

本校を去られた先生方が、久しぶりに幸松小学校
を訪れました。久しぶりに会う先生方に、子供たち
は笑顔いっぱいでした。先生方、ありがとうござい
ました。

幸松笑楽好写真館
～笑顔いっぱい・楽しさいっぱい・みんな大好き～

１年生も給食開始！ １年生を迎える会！
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